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－サービス提供者及び利用者の視点からー





















































要介護認 定及び 施設サ ービ スに関 する基礎的考 察
表I －1 社会福祉法人 浴風会の事業の現況
3
事業名 種類 施設名 定員 職員総数 事業開始
法人本部 本館 6 大正14年1 月15日
老人福祉事業
養護老人ホーム 浴風園 205 41 昭和2 年2 月1 日
軽費老人ホームA 型 松風園 200 27 昭和37年7 月30日
軽費老人ホームケアハウス 浴風会ケアハウス 100 7 平成8 年5 月1 日
介護保険事業
特別養護老人ホーム 南陽園 242 113 昭和46年6 月1 日
特別養護老人ホーム 第二南陽園 150 64 昭和62年2 月20日
ショートステイ 南陽園 12 /
ショートステイ 第二南陽園 6 / ’
老人ディサービス
南陽園在宅サービスセンター 70 14 平成3 年5 月1 日
内訳
1 階デイ(月～土) 50 /
1 階痴呆ディ(月～木) 10 /
5階痴呆ディ(月～土) 10 /
老人ディサービス 第二南陽園サービスセンター 50 17 昭和62年2 月23日
老人介護・介護保険事業 在宅介護支援センター(ケア24高井戸) - 4 平成8 年5 月1 日
病院 浴風会病院 300 283 昭和3 年6 月1 日
研究・研修事業 高齢者痴呆介護研究・研修東京センター - 8 平成13年4 月1 日
合 計 1,405 584









援が18.5% （1.107 人）、要介護2 が16.4 ％ 要介882
（985 人）、要介護4 が12.4 ％（742 人）、要 要介護3









































2 ・3 ・4 では男性比率が35％前後と高くなっている（図I －1 を参照。）15）。
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年齢分布をみると、全体では80代が44.9% （80-84歳が21.5% 、85-89歳が9Q.A％）と最も多い。
特に要支援の49.9％、要介護1 の47.8％が80代に集中しており、90歳以上は少なくなっている。こ










































0 TOTAL 5,993 0.0 5.5 10.9 16.3 21.5 23.4 15.3 4.8 0.6 1.6
1 要支援 1,107 0.0 4.5 11.4 20.6 27.9 22.0 10.7 1.8 0.0 1.2
2 要介護1 1,747 0.0 5.5 10.6 17.0 23.8 24.0 14.1 3.8 0.5 0.8
3 要介護2 985 0.0 5.9 11.8 15.9 20.1 23.8 16.3 4.6 0.5 1.1
4 要介護3 676 0.0 4.9 12.3 15.2 17.2 23.8 18.8 6.1 0.9 0.9
5 要介護4 742 0.0 6.5 8.8 11.7 17.3 25.7 19.5 8.8 1.3 0.4
6 要介護5 525 0.0 6.7 12.2 14.5 16.0 21.1 19.0 8.4 1.3 0.8
7 無回答 211 0.0 3.3 7.1 14.2 18.0 21.8 8.1 4.3 0.9 22.3
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南陽園では④のばらつきがあると答えた人が最も多く42.9% 、次いで⑤のその他が32.1％、②の
低いが21.4％となった。①の適切であると答えた人は1 人しかいなかった（表n －1 を参照。）。
表H －1 要介護認定 〈南陽園〉
適切 低い 高い バラツキ その他





適切 低い 高い バラツキ その他
2 人（5.3％） 4 人（10.5％） 0 26人（68.4％） 6 人（15.8％）
南陽園と第二南陽園の合計を示したのが表Ⅱ－3 である。
表n －3 要介護認定〈合 計〉
適切 低い 高い バラツキ その他



















表H －4 医 師
適切 低い 高い バラツキ その他
1 人（6.7% ） 5 人（33.3 ％） 1 人（6.7% ） 6 人 （40.0 ％） 2 人（13.3 ％)
また、医師に対しては要介護認定項目についても意見を尋ねた19)。その結果、認定項目の項目数










要介護度別にみると、要介護5 で妥当であるとの回答割合が最も高く82.3% と8 割を超えている。
要介護3 と4 でも妥当であるとの回答が多く、それぞれ63.0％、67.3％と6 割を超えている。要介
護3 以上の利用者では6 割以上が満足しているこ とになる21)。
それに比べて、要支援、要介護1 ・2 では妥当であるとする回答はようやく5 割を超える程度で、
それぞれ53.3％、56.4 ％、54.4％となっている。同時に、思ったよりも低いとする回答は要支援で22.8
％、要介護1 で22.4％、要介護2 で24.3 ％と2 割を超えている。要介護3 ・4 で思ったよりも
低いとする回答は10％前後であるので、それらの2 倍ということになり、要介護度が軽度の利用者




































（30.2％）よりも男性（OZ.V％）の方が若 資料出所：図I －1 に同じヽ154頁。
干高い割合になっている。しかし、約半分






















4 人（14.3％） 20人（71.4％） 4 人（14.3％）
表Ⅲ－2 サービスの充実度 〈第二南陽園〉
充実した 低下した 変わらない
4 人（10.5％） 22人（57.9％） 12人（31.6% ）
表Ⅲ－3 サービスの充実度 〈合 計〉
充実した 低下した 変わらない















看護婦 0 83.3 16.7
事務職・相談員 0 75.0 25.0
ケアワーカー 13.8 55.2 31.0

































































































0 TOTAL 5,555 11.1 7.1 5.1 52.4 27.8
1 要支援 1,088 5.5 4.8 3.1 51.4 36.7
2 要介護1 1,680 9.8 6.3 4.3 54.5 28.2
3 要介護2 923 13.4 9.1 4.6 52.8 24.2
4 要介護3 608 16.1 10.0 5.8 52.1 20.9
5 要介護4 639 16.4 10.0 7.7 52.7 18.9
6 要介護5 422 12.6 5.0 11.1 57.3 19.0
7 無回答 195 6.2 4.1 1.0 28.7 62.1
資料出所：図1 －1 に同じ、76 頁。
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0 TOTAL 3,325 3.5 4.5 1.4 34.6
1 要支援 530 1.3 0.0 0.6 21.1
2 要介護1 990 1.9 2.0 0.4 31.3
3 要介護2 589 3.9 6.1 1.0 38.5
4 要介護3 426 5.6 7.0 2.6 38.7
5 要介護4 435 5.5 10.3 2.8 47.8
6 要介護5 298 6.7 5.4 3.0 40.3











































）養護老人ホーム浴風園の現在の施設は、1994年度から2 ヵ年計画で全面改築され、地下1 階地上7 階建、
延床面積8,221平方メートルである。定員は205名、施設利用者の居室は、2 人部屋が5 室、他はすべて個
室。浴室を7 階に設け、屋上庭園も整備されている。5





る。延床面積5,194平方メートルの6 階建、1 人部屋90室、2 人部屋5 室、定員100名となっている。7




トル、定員242名で、居室は4 人部屋が55室で最も多く、1 人部屋16室、2 人部屋8 室、家族利用部屋2
室を設けている。9
）特別養護老人ホーム第二南陽園は創立60周年記念事業として、1985年から2 ヵ年計画で建築された。地下1
階地上3 階建、延床面積5,420平方メートル、定員150名で、居室は4 人部屋が33室、1 人部屋が18室、2
人部屋が3 室となっている。10
）南陽園に併設された在宅サービスセンターの事業内容は、デイケアサービス（15名／1 日）、家族介護者
教室（月2 回）、痴呆性デイホーム（10名／1 日）、ショートステイ（8 名／1 日）、ショートステイペッ
ドを使用してのデイケア（1 名／1 日）、入浴サービス（10名／1 日）、通所給食サービス（30名／1 日）、
訪問給食サービス（20名／1 日）、痴呆性高齢者短期入所運営事業（4 名／1 日）となっている。
第二南陽園に併設された在宅サービスセンターの事業内容はデイケアサービス（15名／1 日）、家族介護
者教室（月2 回）、ショートステイ（6名／1 日）、入浴サービス（10名／1 日）、機能回復訓練（13名／1
日）、通所給食サービス（50名／1 日）となっている。11
）南陽園の職員28名に対してアンケートによる聞き取り調査を実施した。回答者の職種は、園長・副園長3
名（男性2 名、女性1 名）、相談員2 名（男性2 名）、看護婦3 名、ケアワーカー20名（男性4 名、女性16
名）である。12
）第二南陽園の回答者の職種は次のようになっている。
要 介護認 定及 び施 設サービ スに関する 基礎的考察 15





三鷹市の調査は2000年11月16 日から12 月11日にかけて、483人を対象に行われた（回収数387 、回収率80.1


















































そ の他の 世帯(同 居 世帯)
無同 答

























％、要介護2 で64.3％、要介護3 で74.1% 、要介護4 で89.6％、要介護5 で93.6％となっている（注14
を参照。）。
武蔵野市の調査で、「認定結果に満足している。」を選んだ割合は要支援で71.4％、要介護1 で69.7％、要




護2 で31.4％、と軽度の利用者で多くなっている。しかし、三鷹市や武蔵野市では要介護2 と3 の人の方
が、要支援と要介護1 の人よりも不満を持っている割合が高くなっている（注14を参照。）。23
）杉並区の調査では「現在のヶアプランにご本人やご家族の意向が反映されていますか。」という質問をし
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27) 社会福祉法人東京都社会福祉協議会では、都内の指定居宅介護支援事業者48の協力を得て、2001年2 月14
日から3 月2 日にかけて、286名を対象に調査を実施している。
回答数は181名、回収率は63.6％となっている。
この調査の詳細は、以下を参照されたい。
『検証・介護保険の利用と選択 介護保険制度をよりよくするための利用者アンケート集計結果』社会福
祉法人東京都社会福祉協議会、2001年6 月。 ニ28
）訪問介護に対しては52％、通所介護に対しては57％がそれぞれ満足しているとしている（同上。）。29
）主な意見としては、ショートステイ先の職員体制（人数）に関するものが多く、必要な日数が利用できな
い等の利用充足に関するものも目立つ。
(2001 年10月25日受理)
